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１． 事業者名及び代表者名

東名電機（株）群馬工場

代表取締役社長　　上柳　浩志

２． 所在地

名　称

群馬工場

本社工場

３． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者　　　佐藤　英和 TEL      　0276-56-1607

事務担当者　　　　　　大島　龍朗 E-mail     ooshima@tomeidenki.co.jp

４． 事業の概要

制御盤・配電盤製品に関する製造

５． 事業規模

2021年7月1日現在

延べ面積

従業員数

６． 事業年度 　毎年　7月１日～翌年6月31日

７． レポートの対象期間及び発行日

環境経営レポートの対象期間　第53期（2021年7月～2022年6月）

環境経営レポートの発行日（2023年1月20日）

８． 対象範囲（認証・登録範囲）

活動：制御盤・配電盤製品に関する製造

EA21認証取得

ISO14001認証取得

所　在　地

群馬県太田市新田上江田町647‐1

備　考

Ⅰ　組織の概要

対象組織：東名電機（株）群馬工場

880㎡

群馬工場本社第一工場

100名 7名

380㎡

静岡県富士市今泉1774-1
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＊環境側面・新製品及び新技術の開発・工場を「計画的」に実現する。

＊志向する究極の目標として、製品・サービス、法順守等の「不適合：0」を目指す。

１．
１）

2）

２． 環境関連法規制等の遵守
１）

３． 環境に配慮した製造活動
１）

2） 製品不良の削減

４． 環境経営の継続的改善
1） 環境に配慮した製造活動を中心に環境経営の継続的改善を行います。

５． 環境コミニュケーションの実施
１）

２）

制定年月日 2018年9月１日（初版）

東名電機（株）
代表取締役社長　上柳　浩志 　　

社内においては、全従業員に環境方針を周知し、全社員参画による取組を目指します

Ⅱ　環境経営方針

東名電機株式会社　環境方針

　当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。

社外に環境経営レポートを公開し、利害関係者のみならず社会とのより良いコミニュ
ケーションを図って行きます

二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量の削減に努めます

環境関連法規制を遵守します

電気等の使用量削減に努めます

節水に努めます。

 私たちは、「事業目的」「安全第一」「法規制遵守」の実現を目指した経営を追及し、

「地球環境との調和」に関する次の「基本事項」を推進し、

環境にやさしく信頼性の高い「製品」を提供し、「顧客・社会」に貢献します。

環境にやさしい材料の使用　

[基本方針]

[環 境 理 念]

＊「リスク・機会」を考慮して、「外部・内部の課題」を継続的に改善する。

＊創意・工夫を基本として、「事業目標」の達成度・有効性を継続的に高める。
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＜関係者の権限と役割＞

社長
① 環境経営全般に関する責任と権限
② 環境経営に必要な資源の準備
③ 環境経営システム全体の評価と見直し
④ 環境管理責任者の任命
⑤ 当社における課題とチャンスを明確にする

環境管理責任者
① 環境経営システム全般の運用・管理
② 環境目標及び環境活動計画の作成
③ 取組状況の専務への報告
④ 環境経営レポートの作成

ＥＡ２１事務局
① 環境負荷データ等の集計
② 環境目標・環境活動計画の進行管理
③ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施
④ 環境管理責任者へ取組状況の報告
⑤ 法規制の遵守状況チェック
⑥ 文書・記録の管理

グループ長
① 部門の環境活動計画の実施
② 部門データの集計
③ 部門の問題点把握と是正対策の実施
④ 部門取組状況の事務局への報告
⑤ 部門の従業員教育

その他の従業員
① 自分の役割を守りエコアクション21活動を推進する

Ⅲ　実施体制

2021年7月～2022年6月

青木　正樹

第53期

グループ長

ＥＡ２１事務局

大島　龍朗

グループ長

代表取締役社長

上柳　浩志

環境管理責任者

（工場長）

佐藤　英和

大島　龍朗

-3-



第51期
（2019年度）

第52期
（2020年度）

第53期
（2021年度）

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 33.445.93 29.153.56 －1％

電力 kWh 42,260,00 35,376,00 －1％

ガソリン L 4,912,05 4,449,16 －1％

軽油 L 271,00 211,00 －1％

灯油 L 521,00 600,00 －1％

プロパンガス ㎏ 7,42 8,30 －1％

㎏ 806,20 390,50 －1％

183.00 160.00 －1％

件 30 14 －1％

＜備考＞

１． 「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、東京電力（平成28年度）調整後排出係数の「0.474㎏-CO2/kWh」を使用した。

2． 化学物質は、使用なしのため目標なし

Ⅳ　環境経営目標

不良件数

一般廃棄物

水使用量

実績

1、短期・中期の環境目標

環境目標は、前年度の－1％を目標とする。

項目 単位

内訳
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7～10月 11月～2月 3月～6月

A

B

C

D

A

B

C

A

B

C

D

E

F

G

H

A

B

C

A

B

C

A

B

C

（第52期：2021年7月1日～2022年6月30日）

環　境　活　動　項　目 責任者
スケジュール

二酸化炭素の削減

車
両
管
理

不必要なアイドリングの禁止

不要な荷物を積まない

空
調
等

夏季における軽装（クールビズ）、冬季における重ね
着等服装の工夫（ウォームビズ）をして、冷暖房の使
用を抑える 青木

大島シャッターの開閉による換気

窓の開閉による風の通りをよくする

大島龍

トイレの節水

未使用設備の電源OFF(製造設備・OA機器・他）

黒木
前段取り時間の短縮

急発進・急加速の禁止

車両定期点検実施

佐藤

照明は、昼休み、残業時等不必要な時は消灯する

大島龍
青木

使用頻度が低いトイレ等の照明は、普段は消灯し、使
用時のみ点灯する
パソコン、コピー機等のOA機器は、省電力設定にす
る

製造工程の見直し

不良品の削減

廃棄物の削減

コピー用紙の有効的な活用

佐藤封筒などの再利用

不良品の削減

節水表示

毎月のメーターを確認する（漏水防止）

工
場

水使用量削減

Ⅴ　環境経営計画

青木

不良削減

不良事例報告

不良率の見えるか

人材育成（入社1年目）

2S活動の実施
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第51期　運用期間の環境目標の実績　

基準期間

52期
（2020年7月～
2021年6月）

基準値
目標
削減率

目標値
実績
削減率

実績値 評価

㎏-CO2 29,153,56 -1% 28,862,02 100% 26.021.13 ○

kWh 35,376,60 -1% 41,419,02 100% 33,408,00 ○

L 4,449,16 -1% 4.404.66 100% 3,404,80 ○

L 211,00 -1% 208,89 34% 600  

L 600,00 -1% 594,00 100% 200 〇

kg 8,30 -1% 8,21 72% 11.40  

産業廃棄物

一般廃棄物 kg 390,50 -1% 386,59 100% 243.40 〇

16,00 -1% 15,84 83% 18,00  

件 14 ‐1% 13 92% 14  

＜備考＞削減比率は、目標値に対する削減量の割合である。

次年度（53期）の環境経営目標
基準年度

第53期

㎏-CO2 26.021.13

電力 kWh 33,408,00

ガソリン L 3,404,80

軽油 L 600,00

灯油 L 200,00

プロパン kg 11.4

産業廃棄物 kg

一般廃棄物 kg 243,40

18,00

件 14

※中長期目標時と変更なし

削減率等

第54期
（2022年7月～2023年6月）

－1％

－1％

水使用量

不良件数

内訳

廃棄物排出量

単位

Ⅵ　環境経営目標の実績とその評価
次年度の環境経営目標

廃棄物排出量

水使用量

内訳

電力

二酸化炭素排出量

ガソリン

項目

運用期間

単位

－1％

－1％

－1％

－1％

項目

軽油

プロパンガス（LPG）

　前年同期実績をベースに、運用期間（2021年7月 2022年6月）の実績・評価 を以下に示す。

灯油

第53期
2021年7月 2022年6月

不良件数

二酸化炭素排出量

－1％

－1％

－1％

－1％

－1％ －1％

－1％

－1％

－1％

削減率等

中長期目標
（第55期～第56期）

－1％

－1％

－1％
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A ○

B ○

C ○

D ○

A 〇

B 〇

C ○

A ○

B ○

C ○

D △

E 〇

F ○

G △

H ○

A ○

B ○

C △

A ○

B △

C △

A △

B △

C △

＜備考＞

1 取組期間の評価は第53期（2021年7月1日～2022年6月30日）の12ヶ月間の実績評価である。

2 評価判定

○（良くできた）・△（まあまあできた）・×（できなかった）・‐（実施が見送られた）

大島龍

Ⅶ　環境経営計画に基づき実施した取組内容・取組結果と
その評価次年度の環境経営計画

第53期（取組期間：2021年7月～2022年6月）

-

極力、紙での管理をせず、PC保存を心
がけて紙の排出量削減を心がけた。

継続

不要な荷物を積まない

急発進・急加速の禁止

2S活動の実施
黒木

評価 コメント
今後（次年度）
の取組内容

表示を掲示して声掛け実施

環境活動項目 責任者

二
酸
化
炭
素
の
削
減

運
転
管
理

不必要なアイドリングの禁止

車両定期点検実施

空
調
等

夏季における軽装（クールビズ）、冬季に
おける重ね着等服装の工夫（ウォームビ
ズ）をして、冷暖房の使用を抑える

大島龍
シャッターの開閉による換気

窓の開閉による風の通りをよくする

佐藤

工
場

照明は、昼休み、残業時等不必要な時は
消灯する

使用頻度が低いトイレ等の照明は、普段
は消灯し、使用時のみ点灯する

パソコン、コピー機等のOA機器は、省電
力設定にする

製造工程の見直し

不良品の削減
未使用設備の電源OFF(製造設備・OA機器・
他）
前段取り時間の短縮

コピー用紙の有効的な活用

佐藤封筒などの再利用

不良品の削減

水使用量削減

節水表示

青木

トイレの節水

毎月のメーターを確認する（漏水防止）

日頃からのエコドライブ声掛けを実
施。
無駄な急発進・急加速・心にゆとり
をもって安全運転に心がける意識
した。

継続

コロナ禍でもあり、1日に2回（30分
程度）声掛けを実施した。

継続

不良

不良事例報告

不良率の見えるか

人材育成（入社1年目）

廃棄物の削減

青木
大島

使用してない電灯、もしくは作業者
のいない場所の明かりの調整を実
施した。
休暇日前日は、PC[電源『OFF』を
実施。

状況に応じて、本社工場とコミュニケー
ションを実施し、円滑に作業が遂行でき
る様に心がけた。

継続

継続

継続
基本作業の実施

進捗状況の把握で、無駄な残業を
しない事を実施。

継続

継続

朝昼礼にて報告を実施

集計方法の検討 継続
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Ⅷ　当社の取り組み
第53期（2021年7月1日～2022年6月30日）

★第53期も継続して電力削減に心がけよう！！★

人が居ないフロアーと昼休み消灯運動を実施！！

組立フロアー

組立フロアー

2階フロアー 各フロアーの照明スイッチに表示

各エアコンスイッチに表示

-8-



１． 環境関連法規等の遵守状況

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

評価日　2022年7月10日

評価者　環境管理責任者　佐藤　英和

条項 遵守事項または規制基準 当社の適用及び対応
遵守
結果

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃に実施 保守点検及び定期清掃の実施 ○

第10条の2 浄化槽の使用開始報告書の提出 使用開始から30日以内に県知事へ提出 ○

第11条
指定検査機関による水質に関する検
査の実施

法定検査の実施（１回／年） ○

第6条の2第6項
一般廃棄物の収集運搬業者への委
託処理

市条例の収集・処理基準の遵守 ○

第12条第2項 産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守、保管場所の表示 ○

第12条第5項 産業廃棄物の委託処理 収集運搬及び処分許可業者への委託 ○

第12条第6項
運搬又は処分を委託する場合の処
理基準の遵守

処理業者と契約契約書の締結 ○

第12条の3第１項 マニフェストの交付 該当なし

第12条の3第2項 マニフェストの保管 Ａ票、5年間保管 該当なし

第12条の3第6項 マニフェストの保管 B2、D、E票の5年間保管 該当なし

第12条の3第7項 マニフェスト交付状況の知事報告 6/30までに報告書提出 該当なし

第12条の3第8項
管理票写しの送付がない時の適切
な措置の実施

運搬又は処分業者からのD,E票の期間内返却 該当なし

家電リサイクル法
（特定家庭用機器再商品化法）

第6条
特定家庭用機器廃棄物の収集・運
搬をする者等への適切な引き渡し、
料金の支払

指定家電廃棄時のサイクル料金の支払 該当なし

第8条 使用済自動車の引渡義務

第73条
使用済自動車の引き取り業者への
引き渡し

リサイクル料金の支払（廃車時）

第16条

冷凍空調機器：全ての第一種特定機器が対象
①自身での「簡易点検(３ヶ月に１回以上)」実施
電動機定格出力に応じ有資格者による「定期点
検」
②空調機（50kW以上）１年に１回以上
③空調機（7.5kW～50kW未満）３年に１回以上
④冷凍冷蔵機器（7.5kW以上）１年に１回以上

①企業・法人の管理者が確認

②、③、④
　有資格者による定期点検実施

○

第41条
第1種特定製品廃棄等実施者の引
渡義務

製品管理者のフロン類回収業者へのフロン類
の引き渡し義務
簡易点検の実施（３ヶ月に１度）

該当な
し

環境基本法 第8条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

地球温暖化対策推進法 第5条 自主努力義務、行政への協力 EA21の取組 ○

循環型社会形成推進基本法 第11条 廃棄物の３R及び適正処理の推進 廃棄物の分別、行政への協力 ○

リサイクル法（資源の有効な利
用の促進に関する法律）

第4条
指定再資源化製品のリサイクルへの
協力（適正廃棄）

パソコン、小型二次電池等の廃棄時
該当な
し

グリーン購入法（国等による環
境物品等の調達の推進等に関
する法律）

第5条
事業者の責務（国等の施策への協
力等）

物品の購入、借り受け等する場合の環境物品
等の選択

○

1．

２． 違反、訴訟等の有無
当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

是正処置内容
無し

フロン排出抑制法
（フロン類の使用の合理化及び
管理の適正化に関する法律）

廃棄物処理法
（廃棄物の処理及び清掃に関
する法律）

浄化槽法

責務
・
努力

Ⅸ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法律・条例

自動車リサイクル法
（使用済自動車の再資源化等
に関する法律）

該当なし

法令
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開催日時 開催場所

主席者

作成者 確認

Ⅹ　代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年7月22日（金） 群馬工場　2F会議室

1、環境関連法規の遵守状況

法規制一覧表・測定結果をもとに遵守状況を確認し、遵守している。

環
境
管
理
責
任
者
か
ら
の
報
告
内
容

2、外部からの苦情等の受付状況

前期の期間内で苦情などは発生していない。

7、前回の見直しによるフォロー状況と結果

3、環境経営目標の達成状況

実績集計結果を元に、1年の振り返りを実施
ガソリン・軽油等の使用量が目に付く

4、環境経営計画の実施状況及び評価結果

主な議論

②不良件数からの不良内容を部門内で、
二度と出さない為にはどうしたら良いか話し合いを実施。

実績項目については計画通り実施している。

5、問題点の是正処置及び予備処置の結果

前期の期間内での是正処置及び予防処置はない。

6、改善提案

■上柳社長　■佐藤（環境管理責任者）　■大島龍　　青木　（事務局員）

大島龍朗 佐藤英和

特になし。

①CO2削減の話合いを実施

1、管理責任者からの報告に対する評価コメント

2、環境経営方針・目標・計画・推進体制・環境システムについての変更の必要

見直し時に指示事項はない。

期間内の改善提案は特になし。

8、その他（取引先からの要望事項・他社の状況など）

経営者の
コメント

ガソリン・軽油の使用量が、前期よりも多くなった事は、仕事のスタイルが変わった年でもあ
るので、仕方が無いと判断したが、外注業者などを使う事も考えたはどうか？

現時点では変更の必要性はないと判断した。
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